
令和２年度国民健康保険事業特別会計予算案の概要 資料２

15.8億円

【9.5％】

112.4億円

【67.4%】

38.0億円

【22.8％】

１６６．７億円（億単位）

⇒対前年度８.1億減円（▲4.6％）歳出も同額

【 】は構成割合

0.4億円

【0.2％】

0.1億円

【0.1%】

保険料 対前年度１．３億円減（▲3.2％）

被保険者数の減少により減

県支出金 対前年度４．１億円減（▲3.5％）

被保険者減少に基づく医療費の減による交付金

減少により減

繰入金 対前年度２.９億円減（▲15.6％）

基金からの繰入なし。法定外繰入金を削減したこ

とにより減

歳 入

1.6億円

【1.0％】

2.3億円

【1.4％】

50.2億円

【30.1%】

109.9億円

【65.9％】

2.7憶円
【1.6％】

総務費 対前年度約３４０万円減（▲1.3％）

事業内容に変更ないため、横ばい

保険給付費 対前年度２．９億円減

（▲2.6％）被保険者数の減少により減

保健事業費 対前年度０.１億円増（+9.5％）

特定健診受診率向上の重点事業化により増

その他の支出（基金積立他）

対前年度２．０億円増（+705.0％）
納付金減額による余剰金のうち2億円を運

営基金に積み立てすることにより増

歳 出

１６６．７億円（億単位）

納付金 被保険者の減少及び前年度の

精算などにより対前年度７.２億円減

（▲12.6％）

諸収入 対前年度０．０７億円増（+24.6％）

平成30年度退職者納付金返還金により増

【 】は構成割合

国庫支出金 対前年度０．１億円増

システム改修に伴う交付金により増


